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令和７年度つながる鎌倉エール事業スタートアップコース　選考結果一覧表

事　業　名

審査項目

合計

3.4

結果事業の公
益性

事業内容
目的の設

定
事業提案
の実現性

費用の妥当
性

継続性
発展性
将来性

先駆性
専門性

1
「かまくらキッズプログラミング」主催
（かまくらキッズプログラミング） 3.0 3.0 3.2

2
体験！音楽交流ワークショップ
“音楽でおしゃべりしよう♫”
（NPO法人シュピーレン）

4.0 3.6 4.0 26.6 ○

3.0 2.6 3.2 21.4 ○

4.4

4.4 3.4 3.4 3.8

3
つながるコミュニティ農園～地域で育てる「野菜」と

「つながり」～（未来鎌倉をつくる会） 4.2 4.2 4.2

4
オーガニックマルシェ・食にまつわる
映画の上映会の企画・運営
（おいしい給食かまくら）

3.4 2.8 3.0 ○

4.0 4.2 4.4 29.6 ○

3.0 3.2 2.8 3.2 21.4

○

※合計が21点以上の場合に審査選考を通過とする

5
そーっとあとおしサポート
（NPO法人いっぽ一歩） 4.4 2.4 3.4 2.4 2.6 2.6 3.8 21.6



鎌倉市市民活動推進委員会選考部会からの講評

1

2

3 つながるコミュニティ農園～地域で育てる「野菜」と「つながり」～（未来鎌倉をつくる会）

4 オーガニックマルシェ・食にまつわる 映画の上映会の企画・運営 （おいしい給食かまくら）

5 そーっとあとおしサポート （NPO法人いっぽ一歩）

現場の実情をよく理解されているからこそ生まれた、非常に意義深い取組である。一方で、今後活動が広がる中で負担が
大きくなる可能性もあるため、組織としての基盤整備が重要である。体制を整え、関係機関からの相談や依頼を受けられ
るようになれば、鎌倉市のセーフティーネットとしても大いに期待できる。限られた人員の中で、活動の焦点を絞りつ
つ、行政機関や専門家との連携を図りながら、無理のない形で活動を進めていただきたい。また、本業（インクル）との
線引きについても整理しながら、持続可能な形で取組んでほしい。

「かまくらキッズプログラミング」主催　（かまくらキッズプログラミング）

体験！音楽交流ワークショップ “音楽でおしゃべりしよう♫”　 （NPO法人シュピーレン）

鎌倉市は貧困が顕在化しにくい地域であるため、対象者にとって非常に貴重な取組である。コンテンツは魅力的である一
方、講師が一人体制であるため今後の展望に不安が残る。そのため、組織として継続的に事業を運営できるよう担い手や
支援者の獲得が必要である。他団体との連携や、賛助会員の獲得、クラウドファンディング等を通じて、地域に向けて団
体の活動をより広く周知することを意識し活動を進めてほしい。また、子供たちに対してはプログラミングの知識だけで
なく、その後の活動についても一緒に考えられるような仕組みづくりを検討し、例えば、このプログラムに参加した子供
たちが、将来団体の活動の担い手となるようなことを意識してほしい。

余暇活動への支援は、対象者の生活の豊かさを支える上で必要不可欠であり、本プログラムやコンテンツは非常に意義深
いものである。また、福祉施設の現場にとっても重要なサポートとなるためとても良い取組である。一方で、事業を安定
的に継続していくために、補助金や助成金以外で安定的に収入が得られるような基盤をつくってほしい。また、組織とし
ての基盤を強化するために支援者や協力者の獲得、さらには講師の育成にも積極的に努めていってほしい。

地域における多様性の重要度が高まる中、国籍や年齢に関係なく、誰もが参加できる地域コミュニティの包括的な取組と
して高く評価できる。また、鎌倉市内の借家にお住まいの方や、自治会町内会の中で課題となっている「顔の見えない関
係性」に対して、解決の糸口となりうるモデルケースとしても期待できる。一方で、事業の持続性を高めるために、有償
ボランティアの導入を含めた運営方法の見直しや、まだ参加していない住民への参加促進の方法についても検討してほし
い。また、鎌倉市内の他団体との連携を図りながら、積極的に地域全体へ活動を広げていくことが望まれるため、団体の
特性がどのような“モデル”へと発展していくのかを模索しながら、活動を進めてほしい。

「食の安全」という非常に重要なテーマに取り組まれており、その意義は大きいものと評価できる。「給食」「農家支
援」「オーガニック」など、複数の取組を並行して進められていることから、今後はそれぞれの活動を整理し、中長期的
な視点でのロードマップを策定することで、全体像とそれぞれの取組の位置づけと関係、および成果目標を明確にしなが
ら効果的に活動を進めてほしい。また、NPOセンターや他団体とのネットワークも活用しながら、より充実した取組とな
るよう努めてほしい。


